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平成 24年度 青少年団体等顕彰
　茨城県青少年育成協会は、地域で地道に優れた活動を展開している青少年団体・グループ及び青少年、青少
年育成指導者を顕彰しています。表彰式は、平成 25年 3月 25日に開催した平成 24年度第２回臨時総会の
席上で行いました。受賞された皆さんの今後のご活躍を期待いたします。

区分 団 体 名（代表者名） 所在地 活　動　内　容　（推薦団体）
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水戸市サブリーダーズ会
連絡会
（ 秋田　美結 ）

水戸市
子ども会や水戸市、推進会議等主催の行事へ積極的に参加協力している。その中でも「青少年サミット」や「中学
生交流会」等では、企画・運営にも携わっている。また、共同募金活動や社会を明るくする運動街頭キャンペーン
などにも参加し、青少年の社会参加活動を行っている。
（ 水戸市青少年育成推進会議 ）

茨城キリスト教学園高等学
校インターアクトクラブ
（ 木内　菜緒子 ）

日立市
日立港ロータリークラブが行う「大みか祭り」での薬物乱用防止キャンペーン活動や久慈浜海岸の清掃活動、障害
者支援施設への慰問活動に積極的に取り組んでいる。また、社会福祉施設での奉仕活動や震災で被害を受けた小学
校への慰問活動、留学生との交流活動など、青少年の社会参加活動を行っている。
（ 茨城県私学協会 ）

茨城県立岩瀬高等学校
ボランティア部
（ 岩崎　真珠美 ）

桜川市

年間を通して「花いっぱい運動」を展開し、花壇などに植えた花の管理と校内の明るい雰囲気づくりに貢献している。
また、社会福祉施設や県立中央青年の家などのイベントにも積極的に参加協力している。震災後には、宮城県や福
島県へ震災ボランティアとして数多く出向き様々な活動を行うとともに、他の生徒にも参加を呼びかけボランティ
アの輪を広げている。
（ 茨城県高等学校長協会 ）

茨城町青年四季の会
（ 黒田　太郎 ） 茨城町

自然体験を通して小学生に道徳心や協調性を育てるために、茨城町ひぬま高校生会と連携して、２泊３日の「サマー
キャンプ」を毎年実施している。また、クリスマスには子どもたちへ夢を与える活動や涸沼の美化活動などに取り
組み、青少年の健全育成や住みよい地域づくりに貢献している。
（ 青少年育成茨城町民会議 ）
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諏訪学区コミュニティ推
進会青少年育成部
（ 助川　吉洋 ）

日立市
親子参加の「ふるさと教室」や「夏休み工作教室」を実施し、地域の遺跡や自然を知る機会をつくり、親子のふれ
あいを促進している。幼児と親参加の子育て支援事業、小学生対象の宿泊体験等の多種にわたる育成事業を実施し、
青少年の健全育成運動の推進に寄与している。
（ 日立市青少年育成推進会議 ）
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川　﨑　真理子 日立市
ガールスカウト県支
部第 15団
（24歳）

小学１年生からスカウト活動を開始し、多忙な仕事の合間をぬって様々なスカウト活動に参加し、こ
れまで培ってきた知識や技術をスカウトたちに伝えている。いきいきと活動する姿は、他の模範となっ
ている。また、日立市内の小学生を対象とした３泊４日の野外活動体験プロジェクトに、班付きリーダー
とて参加協力している。
 （（一社）ガールスカウト日本連盟茨城県支部 ）

樫　村　由　衣 石岡市 茨城県立中央高等学校３年

平成 24年 11月 29日午前 11時 25分頃、JR羽鳥駅において、試験期間で帰宅途中にホームにいた
女子生徒が体調不良から気を失い線路に転落。ホームにいた磯山さんがホームに降り、周りにいた小
野寺さんらに呼びかけ、4人で女子生徒を線路脇の安全な場所に移動させた。ホームで事態を知った
荒川さんが 119番、髙塚さんが学校に通報。電車はホームに迫り、女子生徒は顔や足に怪我を負った
が大事を免れた。6人の迅速な対応で大事に至らなかった。
（ 茨城県高等学校長協会 ）

小野寺　唐　威 石岡市 茨城県立中央高等学校２年

富　岡　幸太郎 石岡市 茨城県立中央高等学校２年

荒　川　美　幸 石岡市 茨城県立中央高等学校２年

磯　山　友　理 石岡市 茨城県立中央高等学校２年

髙　塚　紗　希 石岡市 茨城県立中央高等学校２年

大　谷　朋　寛 ひたち
なか市

日本ボーイスカウト
ひたちなか第 1 団ベ
ンチャー隊隊長
（24歳）

小学１年生からスカウト活動を開始し、リーダーとして必要な研修や研鑽を積み重ね、スカウトたち
からも親しまれ頼りにされる身近な指導者として活躍している。また、保護者からも信頼されている。
その活動している姿は、他の模範となっている。
 （ ひたちなか市市民憲章推進協議会 ）
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岩　佐　淳　一 水戸市
水戸市青少年育成推
進会議理事・青少年
社会参加部会部員

平成 10年から市推進会議理事として、市民総参加による青少年の健全育成に尽力している。また、
青少年社会参加部会の部員として、小学生から大人までが意見交換し交流を深める「青少年サミット」
やボランティア促進を図る「中学生交流会」の企画運営に携わるなど、青少年健全育成運動の推進に
寄与している。
（ 水戸市青少年育成推進会議 ）

大　森　伴　博 日立市

水木学区青少年育成
部員、前日立市青少
年育成推進会議部会
委員、元水木学区青
少年育成部部長、

平成 9年から水木学区青少年育成部員として、健全な家庭づくり推進など青少年の健全育成に尽力し
ている。その間、同部長や市推進会議部会委員、水木学区子ども会育成連合会会長や小中学校のＰＴ
Ａ会長を歴任し、青少年健全育成運動の推進に寄与している。また、リーダー退任後も、事業の進展
に向けた行動は、他の模範となっている。
（ 日立市青少年育成推進会議 ）

江　原　義　雄 結城市
青少年育成結城市民会議理
事・江川支部長、結城南中
学校区学校支援地域本部事
業実行委員会副実行委員長

平成 18年から青少年育成結城市民会議江川支部副支部長として、現在は支部長として地域ぐるみの
三世代交流活動など青少年の健全育成に尽力している。また、地域支援事業では、児童生徒の登下校
時の立哨指導や安全パトロール活動に尽力するなど、青少年健全育成運動の推進に寄与している。
（ 青少年育成結城市民会議 ）

樫　村　ふみ江 笠間市
ガールスカウト県第
５団団委員長、笠間
市子ども会育成会企
画指導員

昭和 42年からガールスカウト活動に携わり、昭和 63年から県第５団団委員長として尽力している。
その間、県支部書記も歴任し、通算 45年間、ガールスカウト活動に貢献している。また、笠間市子
ども会育成会や地域女性団体活動など様々なボランティア活動を行うなど、後進の模範となっている。
（（一社）ガールスカウト日本連盟茨城県連盟 ）

石　川　誠　人 筑西市

青少年育成筑西市民
の会副会長、市民生
委員児童委員、前筑
西市青少年相談員連
絡協議会会長、前県
青少年相談員連絡協
議会副会長

昭和 40年から、養蚕小学校ＰＴＡ会長就任と同時に青少年相談員として通算 47年間青少年育成活動
に尽力し、その間、市青相連会長、県青相副会長を歴任するなど青少年の健全育成に貢献した。また、
平成 12年から、現在の市民の会である副会長として、青少年健全育成運動の推進に寄与している。
（ 青少年育成筑西市民の会 ）

感  謝  状  贈  呈
平成 24年度青少年健全育成県民運動に多大な貢献をされた団体へ感謝状を贈呈いたしました。

団　　体　　名　（代表者名）

青少年育成行方市民会議
( 会長　伊藤　孝一 )

ライオンズクラブ国際協会 333－Ｅ地区
( 地区ガバナー　大竹　伸一 )

( 株 ) 鹿島アントラーズ・エフ・シー
( 代表取締役社長　井畑　滋 )

水戸啓明高等学校「Express Jazz Orchestra」
( 部長　宮脇　誠一 )


